
ＳＲＶー２Ｗ（心拍変動解）

                                       ソフトロンＥＣＧプロセッサシリーズ 

                          心拍変動解析（ＦＦＴ解析）ソフト 

 

 
長時間連続記録した心電図波形を心拍変動解析します。 

              パソコン画面にパワースペクトルを３次元表示します。 
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        24 時間パワースペクトル  

 

 

           瞬時パワー鳥瞰図 

 

 
ＥＣＧプロセッサＳＲＶ－２Ｗの特徴      201702 
  

 
１・ラット、マウスから犬、猿、・・・ 
  あらゆる動物の波形をＨＲＶ解析します。ラット、マウスでも 24 時間以上の心電図を 
  連続解析します 

 
２・Ｒ－Ｒと血圧、呼吸とのクロスパワ－、コヒーレンス 
  心電図と血圧、呼吸等を同時に記録し心電図Ｒ－Ｒとのクロスパワー、コヒーレンスが可能 
 
３・時間の経過を３次元表示 
  指定された任意の区間の分析を行います。時間経過によるパワースペクトルの変化を３次元表示 
 
４・ＬＦ、ＨＦの帯域の設定可能 
  動物種によるＬＦ、ＨＦのパワーの帯域の設定を変更可能 

 
５・Ｔｏｎｅ－Ｅｎｔｒｏｐｙ解析 
 
６・豊富なオプション 
  オプションのＳＢＰ２０００との組み合わせで同時に８チャンネルまで連続記録ができます 
  ECG Recorder SER-102/103 で記録した MicroSD の２４時間心電図を再生し解析可能 
  ECG プロセッサ（波形計測ソフト）を使って細かい波形の解析、編集ができます 
 
 
 
 

 
 
 

 

     

 
  心 電 計 ・ ポ リ グ ラ フ 等             M ic roSD              PC                プ リ ン タ - 

                                    Or  

                            イ ン タ ー フ ェ イ ス Ｅ Ｐ ９ ５  

 
ECG プ ロセ ッサ の 構 成  
 
 

 
＊波形の記録には ECG プロセッサ EP95-と SP2000、または SBP2000 が必要です。 

 
 

ＥＣＧプロセッサ ＥＰ９５－の仕様 
  １ ＥＣＧプロセッサインターフェース （ＥＰ９５U－２,４,８）  
  ２ 信号入力ケーブル （２,４,８ＣＨ）     
 ３ USB ケーブル  パソコン本体とＥＰ９５を接続 
  ４ 入力ケーブル変換アダプター （１１０番プラグ）   
  ５ 入力ケーブル変換アダプター （ＢＮＣプラグ）      
   
 通常は心電計には信号入力ケーブルの標準プラグでストレートに接続。 
 ポリグラフ、データレコーダ等には、付属の変換アダプターを使用。 
 
  サンプリング 可変 （最大２０００Ｈｚ） 
  アナログ入力 ±１０Ｖ（標準） 
  チャンネル数 １～８ 
  分解能 １２Ｂｉｔ Ａ／Ｄ  
  電源 ＵＳＢバスパワー（５００ｍＡ） 

 
    動作環境 

    Windows2000,Xｐ,Vista,7,8,10 が動作する機種で USB ポートの付いたパソコン 

 

           

 


